
ハローキャリアワーク通信 
令和６年１２月２７日 

教育総合センター 

事業推進担当課 

 

 12 月 27 日(金曜日)、昨日に引き続き、二子玉川にある KIS(キテ

ィインターナショナルスクール)を会場に、後半の活動が行われまし

た。今回は、教育委員会担当者からの諸

注意の後、昨日と同じグループに分か

れ、保育体験と絵日記づくりを交代で行

いました。特に「絵日記づくり」（KIS で

の活動などを絵と英語で表現：難しい場

合は、代表取締役社長の斉藤氏に聞く

か、日本語でも構わない）は、その後の発表の様子を撮影し、動画配信を行う

予定なので、KIS の職員としての広報活動になるとのことでした。園児との保

育体験では、今日は「粘土細工」を行い、正

月用の「鏡餅」「門松」「神社の鳥居」をつく

る活動をサポートしました。一人一人の園児に寄り添い、先生の出される

「鏡餅」などでは、丸めて伸ばし重ねるなどを行い、完成すると「フィニ

シュ」と手を挙げて知らせることでした。久しぶりに「粘土」に触れた参

加者は、園児と英語で言葉を交わしながら楽しんでいる様子がうかがえま

した。 

 「絵日記づくり」では、代表取締役社

長の斉藤氏より、「丁寧に、見栄えを考えて」などのアドバイスを受けな

がら画用紙全面を使って、その子なりの作品を作っていました。ある子は、

先ほど行った粘土で正月用の作品を作る場面を描いたり、公園で遊んでい

る場面を取り入れたりしている子もいました。出来上がった順に、代表取

締役社長の斉藤氏の前で、発表のリハーサルをし、画用紙の持ち方や目線

をカメラに向けることを教えてもら

い、本番に入って、撮影しました。そして、終わり次第、振り返りをし

て終了となりました。参加した子どもたちからは「楽しい時間はすぐ終

わってしまうな」との声もありました。また、振り返りの中には「初対

面でも勇気を出して話しかけると仲が深まることが分かった」「英語を

使う楽しさが分かった」「遊びの中で小さい子への寄り添い方ができた」

など、楽しく充実していた様子がうかがえました。以下その様子です。             



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


